
下記の診療一覧表は平成 28 年 2月 1日時点のものです。
学会や緊急手術、異動などにより担当医師が変更となる
場合もございます、どうかご了承ください。

医療機関の方へ…水曜日午後の脳神経外科
と木曜日午前の神経内科については、初診
の予約を受け付けています。

 背景ありの表示は再診の予約患者さんのみ
ですのでご注意ください。また、精神科と禁
煙外来は完全予約制となっています。

こ
の

広報
誌は０円です。

ご
自
由
に
お
取
り

ください。[ TAK
E F

RE
E ]
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診療科 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日

川田 光顯 川田 光顯川田 光顯

的場 俊 的場 俊 的場 俊

糖尿病外来

品原 正幸

品原 正幸

品原 正幸

前田 博教

前田 博教

市川 徳和 ( 月 1回 )
森澤 豊

今里 滋宏

今里 滋宏

佐竹 哲典 佐竹 哲典佐竹 哲典

安田 雅春 安田 雅春

廣瀬 康昭 廣瀬 康昭
廣瀬 康昭

廣瀬 康昭 廣瀬 康昭

前田 賢人 前田 賢人
佐藤 哲也

前田 賢人
佐藤 哲也
前田 賢人
佐藤 哲也

佐藤 哲也

前田 賢人
佐藤 哲也

西山 正司
横畠 悦子 横畠 悦子 横畠 悦子 横畠 悦子 横畠 悦子

西山 正司

大畠 雅之 ( 第 1.3.4)

( 第 2.4)
西山 正司 西山 正司 西山 正司

岡田 眞尚

岡田 眞尚

母乳外来 母乳外来 母乳外来 母乳外来

岡田 眞尚

岡田 眞尚

前田 長正 (※受付＝11:00 まで）

岡田 眞尚

吉田 和之

吉田 和之 吉田 和之
吉田 和之

福島 敦樹 ( 月１回 )
吉田 和之

吉田 和之 吉田 和之 吉田 和之 吉田 和之

直木 一朗

竹村 光広 (※初診は 10:30-11:30) 竹村 光広 (※初診は 10:30-11:30)

直木 一朗

山本 盛雄

山本 盛雄

大﨑 純子 大﨑 純子

荻野 慶隆 荻野 慶隆

桑原 昌則 吉本 光広古野 貴志 古野 貴志

渡橋 和政 ( 第 4)

高知大医師

高知大医師

高知大医師

高知大医師

高知大医師

高知大医師

高知大医師

高知大医師

ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ外来
吉村 公比古 ( 第 2)

直木 一朗直木 一朗

桑原 昌則

古谷 博和

古谷 博和(月1回)

砥谷 和人

森澤 豊 森澤 豊

前田 賢人

西山 正司 西山 正司 西山 正司
横畠 悦子

安田 雅春

峯瀬 正祥

村上 洋文

村上 洋文 村上 洋文村上 洋文

峯瀬 正祥

峯瀬 正祥

峯瀬 正祥

岡田 眞尚

澤田 健

澤田 健 澤田 健 澤田 健

森信 繁（月 1回）

一ヶ月検診

岡田 眞尚

乳児健診

禁煙外来

予防接種

高知大医師

高知大医師

高知大医師

高知大医師 高知大医師

高知大医師

高知大医師 ( 第 2.4)

ストーマ外来

形成外科

脳神経外科

胸部・心臓血管外科

外科

内科

消化器内科

呼吸器内科

循環器内科

神経内科

血液内科

小児科

小児外科

耳鼻咽喉科

皮膚科

泌尿器科

産婦人科

眼科

精神科

あっぷるクリニック

整形外科
（リウマチ科）
（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科）

内科外科

整形外科 産婦人科泌尿器科小児科 皮膚科耳鼻咽喉科 眼科

脳神経外科 消化器内科

午前のみ

午前のみ

午前のみ

午　後

午　前

午　後

午　後

午　後
午　前

午　後

午　前

午　後

午　前

午　後

午　前

午　前

午　前

午　後
（受付 14-16、診察  14:30～）

（受付 10 時まで）

( 受付
14:00-15:30)

午　後

午　後

午　前

午後 (受付 14-16)

午後 ( 受付 13-16)
午　前

午　後
午　前

午　後

午　前

午前
新患

再診

新患午後

午　前

午　前

午　前

0887-34-3111 予約変更 地域連携室 (FAX)午前受付

8:30 ～ 11:30 14:00 ～ 16:00 0887-35-8107

川田 光顯竹村 光広

岡田 眞尚西山 正司 横畠 悦子前田 賢人佐竹 哲典 今里 滋宏 佐藤 哲也 廣瀬 康昭 安田 雅春

直木 一朗前田 博教 山本 盛雄

森澤 豊

品原 正幸 大﨑 純子 荻野 慶隆

呼吸器内科 循環器内科

古野 貴志 桑原 昌則 吉本 光広 影山 智佳

吉田 和之

的場 俊

Dermatology,ophthalmology and otorhinolaryngology 
take principal role for treatment of sensory disorder 
and surface of the body in our general medical services.

A K I
G e n e r a l
H o s p i t a l

Aki  General  Hospital

vQjlvQjl
広報誌

plus
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今
回
の
特
集
は
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
で
す
。

Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
と
は

◇
Ｈ
ｅ
ａ
ｄ（
ヘ
ッ
ド
）

◇
Ｅ
ｙ
ｅ（
ア
イ
）

◇
Ｅ
ａ
ｒ（
イ
ヤ
ー
）

◇
Ｎ
ｏ
ｓ
ｅ（
ノ
ー
ズ
）

◇
Ｔ
ｈ
ｒ
ｏ
ａ
ｔ（
ス
ロ
ー
ト
）

の
各
頭
文
字
を
と
っ
た
略
語
の
こ
と
で
、

頭
・
目
・
耳
・
鼻
・
口/

喉
頭
（
の
ど
）

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
医
師
が
診
察
の

際
に
使
う
国
際
的
な
用
語
で
、「
ヒ
ー
ン

ト
」
と
読
み
ま
す
。
今
回
は
Ｈead

の

Ｈ
を
Ｈ
ｉ
ｈ
ｕ（
皮
膚
）
に
変
え
て
、「
皮

膚
科
」「
眼
科
」「
耳
鼻
咽
喉
科
」
の
３

つ
の
診
療
科
の
特
集
で
す
。

　
「
ど
ん
な
病
気
で
も
診
る
総
合
病
院
」

を
目
指
す
県
立
あ
き
総
合
病
院
に
と
っ

て
、
こ
の
３
つ
の
診
療
科
は
大
き
な
役

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
も
若

い
方
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
、
幅
広
く

数
多
く
の
患
者
さ
ん
が
お
い
で
に
な
り

ま
す
。
こ
の
３
つ
の
診
療
科
が
あ
っ
て
、

は
じ
め
て
「
総
合
病
院
」
を
名
乗
る
こ

と
が
で
き
る
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ

う
。

　

次
頁
以
降
で
は
、
皮
膚
・
目
・
耳
・
鼻
・

喉
頭
に
関
連
し
た
、
こ
の
時
期
に
注
意

す
べ
き
疾
患
に
つ
い
て
各
科
４
人
の
先

生
方
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ

れ
ら
の
病
気
で
お
困
り
の
方
は
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

[

病
院
長　

前
田
博
教]

　
主
に
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
乾
燥
し

や
す
い
時
期
に
憎
悪
し
、
高
齢
者
に
よ

く
み
ら
れ
る
皮
膚
疾
患
で
す
。
そ
の
名

前
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
皮
膚
の
乾

燥
が
原
因
で
か
ゆ
み
を
伴
い
、
掻
破
し

症
状
が
悪
化
し
て
い
く
皮
膚
病
で
す
。

皮
膚
が
乾
燥
す
る
原
因
と
し
て
は
時
期

的
な
要
因
も
あ
り
ま
す
が
、
最
も
大
き

な
原
因
は
皮
膚
の
老
化
で
す
。
年
齢
に

よ
っ
て
皮
膚
が
老
化
す
る
と
、
若
い
時

期
の
皮
膚
に
比
べ
て
肌
の
う
る
お
い
、

み
ず
み
ず
し
さ
、
は
り
が
失
わ
れ
て
い

き
ま
す
。
高
齢
者
特
有
の
乾
燥
肌
（
老

人
性
乾
皮
症
）
は
生
理
的
老
化
（
皮
脂

分
泌
の
減
少
、
セ
ラ
ミ
ド
な
ど
の
角
質

細
胞
間
脂
質
の
減
少
、
天
然
保
湿
因
子

の
減
少
な
ど
）
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の

で
、
皮
膚
バ
リ
ア
機
能
の
低
下
、
体
内

の
水
分
保
持
能
低
下
や
外
部
刺
激
へ
の

抵
抗
性
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

　
皮
膚
の
乾
燥
を
予
防
す
る
方
法
と
し

て
特
に
意
識
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は

以
下
の
２
点
で
す
。

○
弱
酸
性/

低
刺
激
性
の
洗
浄
剤
を
よ

く
泡
立
て
て
、
泡
を
使
い
皮
膚
を
強
く

こ
す
ら
ず
に
手
（
手
の
ひ
ら
、
指
の
腹
）

で
洗
う
。※

ナ
イ
ロ
ン
タ
オ
ル
で
ご
し

ご
し
擦
る
の
は
厳
禁
で
す
。

○
入
浴
後
は
肌
が
乾
燥
し
な
い
う
ち
に

（
入
浴
後
10
分
以
内
程
度
）
必
ず
保
湿

剤
を
塗
布
す
る
。
乳
液
や
ク
リ
ー
ム
、

軟
膏
な
ど
自
分
の
肌
に
合
っ
た
保
湿
剤

を
使
用
す
る
こ
と
。
入
浴
時
以
外
に
も

可
能
で
あ
れ
ば
使
用
す
る
こ
と
。
保
湿

の
効
果
と
し
て
は
乳
液<

ク
リ
ー
ム<

軟
膏
で
す
が
、
塗
り
や
す
さ
、
簡
便
さ

は
そ
れ
と
は
反
対
に
乳
液>

ク
リ
ー
ム

>

軟
膏
で
す
。
保
湿
剤
を
塗
布
す
る
際

に
も
こ
す
ら
な
い
こ
と
を
意
識
し
、
適

量
を
塗
布
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
乾
燥
性
湿
疹
は

誰
で
も
な
り
う
る
皮
膚
病
な
の
で
、
自

己
診
断
に
よ
る
民
間
療
法
は
避
け
、
自

分
は
大
丈
夫
と
過
信
せ
ず
に
早
期
に
皮

膚
科
専
門
医
を
受
診
し
て
生
活
指
導
や

保
湿
外
用
剤
や
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
の
重

ね
塗
り
、
掻
痒
の
ひ
ど
い
時
は
抗
ア
レ

ル
ギ
ー
剤
内
服
な
ど
の
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
お
わ
り
）

とは。HEENT
医師が診察時に診る

〈 あき総合病院での「ひふ」「め」「みみ」「はな」「のど」の話 〉

■
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
と
は

皮膚科

皮
脂
欠
乏
性
湿
疹

(

乾
燥
性
湿
疹)

乾
燥
し
や
す
い
時
期
に
注
意
！

乾
燥
の
原
因

乾
燥
の
予
防

軟膏の塗り方

①汗や汚れ、古い軟膏をきれいにした
後に塗るようにします。
②保湿剤は肌にまんべんなく塗るよう
にします。どれくらい塗布すべきかと
いう目安として “１ＦＴＵ” が知られ
ています。
FTU(Finger-Tip-Unit) とは：１ＦＴＵは
成人の人差し指の先から第一関節まで
に口径 5ｍｍのチューブから軟膏を絞
り出して乗せた量で、手掌２枚に塗布
するのに必要な量に相当します。

③ステロイド軟膏は皮疹のあるところ
に塗るようにしましょう。
④複数の軟膏が処方されている場合
は、塗布する場所を確認し、患者さん
とフォローしてくれる家族にも一緒に
説明します。
⑤処方された保湿剤以外に市販の保湿
剤が塗り心地がよく、有効な場合もあ
ります。その場合は、皮膚に負担の少
ない「弱酸性」または「低刺激性」、「無
着色」、「無香料」、「アルコールフリー」
の製品をお勧めします。

１ＦＴＵ…このくらいの量で
　　　　　手のひら２枚分！

皮膚科医長

廣瀬 康昭
ひろせ・やすあき

専門領域は皮膚科全般。
日本皮膚科学会専門医。
高知大学医学部臨床教授。
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耳鼻咽喉科
(耳 )

眼科

加
齢
黄
斑
変
性

顔
面
神
経
麻
痺

高
齢
化
に
伴
っ
て
増
加
！

殆
ど
が
末
梢
性
の
も
の
！

　

加
齢
黄
斑
変
性
と
は
目
の
奥
の
網
膜

の
中
央
部
に
障
害
が
起
こ
り
、
見
よ
う

と
す
る
所
が
暗
く
な
っ
た
り
歪
ん
で
見

え
る
よ
う
に
な
る
病
気
で
す
。
聞
き
慣

れ
な
い
名
前
で
す
が
、
網
膜
の
中
央
部

に
新
し
い
血
管
の
固
ま
り
が
で
き
て
し

ま
う
こ
と
で
起
き
る
病
気
で
、
高
齢
化

に
伴
っ
て
増
加
し
て
お
り
、
日
本
人
の

中
途
失
明
原
因
の
第
４
位
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

網
膜
は
カ
メ
ラ
の
フ
ィ
ル
ム
に
相
当

し
、
外
か
ら
の
光
が
瞳(

瞳
孔)

、
レ

ン
ズ(

水
晶
体)

や
目
の
中
央
部(

硝

子
体)

を
通
り
、
網
膜
に
当
た
り
光
を

感
じ
ま
す
。
黄
斑
と
は
網
膜
の
中
心
に

あ
る
直
径
1.5
〜
2
ｍ
ｍ
程
度
の
小
さ
な

部
分
の
名
称
で
、
黄
斑
の
中
心
は
中
心

窩
と
呼
ば
れ
、
見
て
い
る
と
こ
ろ(

固

視
点)

か
ら
の
光
が
当
た
る
部
位
で
す
。

[
図
１]

黄
斑
に
は
キ
サ
ン
ト
フ
ィ
ル
と

い
う
色
素
が
豊
富
に
あ
る
た
め
に
黄
色

を
し
て
い
ま
す
。
黄
斑
が
障
害
さ
れ
る

と
、
そ
れ
以
外
に
網
膜
に
異
常
が
な
く

て
も
視
力
が
著
し
く
低
下
し
、
字
を
読

む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。
網
膜
の
下
に
は
網
膜
色
素
上
皮
と

い
う
一
層
の
細
胞
が
あ
り
、
そ
の
下
に

脈
絡
膜
と
い
う
血
管
に
富
ん
だ
組
織
が

あ
り
ま
す
。
網
膜
が
正
し
く
働
く
た
め

に
は
網
膜
の
下
に
あ
る
網
膜
色
素
上
皮

や
そ
の
下
に
あ
る
脈
絡
膜
が
正
し
く
働

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

当
院
で
使
用
し
て
い
る
光
干
渉
断
層

計(

Ｏ
Ｃ
Ｔ)

で
記
録
し
た
加
齢
黄
斑
変

性
の
眼
底
の
様
子
を
図
２
に
示
し
ま

す
。
中
央
部
に
新
し
い
血
管
の
固
ま
り

と
そ
こ
か
ら
漏
出
し
た
水
分
が
た
ま
っ

て
い
る
の
が
み
ら
れ
ま
す
。
比
較
的
最

近
ま
で
は
こ
の
病
気
に
対
す
る
有
効
な

治
療
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
在

で
は
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
治
療
と
呼
ば
れ
る
新

し
い
血
管
を
な
く
し
て
し
ま
う
薬
を
眼

球
内
に
注
射
す
る
治
療
や
、
光
線
力
学

的
療
法
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
レ
ー
ザ
ー

装
置
と
薬
剤
を
使
っ
た
治
療
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

右
に
当
院
で
行
な
っ
た
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
治

療
前
後
の
Ｏ
Ｃ
Ｔ
画
像
を
示
し
ま
す
。

治
療
に
よ
っ
て
、
新
し
い
血
管
の
固
ま

り
は
小
さ
く
な
り
、
た
ま
っ
て
い
た
水

分
も
な
く
な
り
黄
斑
部
が
正
常
に
近
い

状
態
に
戻
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら

こ
の
治
療
が
有
効
な
期
間
は
人
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
１
〜
数
か
月
ご
と
に

注
射
が
必
要
に
な
る
場
合
や
、
１
回
の

注
射
で
長
期
間
良
い
視
力
を
保
て
る
場

合
な
ど
様
々
で
す
。

新
病
院
へ
の
移
転
と
共
に
開
始
し
た
抗

Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
治
療
で
す
が
、
今
後
導
入
予

定
の
赤
外
線
蛍
光
眼
底
カ
メ
ラ
で
の
よ

り
正
確
な
検
査
に
よ
り
、
さ
ら
に
有
効

性
を
上
げ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
わ
り
）

加
齢
黄
斑
変
性
と
は

　

水
を
飲
も
う
と
し
た
時
に
口
か
ら
漏

れ
た
り
、
片
方
の
眼
が
閉
じ
ら
れ
な
い
、

顔
の
動
き
が
悪
い
と
い
う
よ
う
な
症
状

が
出
た
と
き
は
顔
面
神
経
麻
痺
で
す
。

顔
面
神
経
麻
痺
の
ほ
と
ん
ど
は
末
梢
性

の
も
の
な
の
で
耳
鼻
咽
喉
科
が
担
当
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

は
じ
め
に

黄
斑
と
は

ベ
ル
麻
痺
：
最
も
多
く
約
70
％
を
占
め

ま
す
。
原
因
が
分
か
ら
な
か
っ
た
た
め

に
特
発
性
顔
面
神
経
麻
痺
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
の
研
究
で
１
型

単
純
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
も

の
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ン
ト
症
候
群
で
帯

状
疱
疹
が
出
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
治
療
を
し
な

く
て
も
約
70
％
は
完
全
に
治
癒
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
判
断
基
準

が
な
い
た
め
に
ほ
ぼ
全
例
に
治
療
を
行

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

ハ
ン
ト
症
候
群
：
水
痘
・
帯
状
疱
疹
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
、
約
15
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
典
型
例
で
は
強
い
痛
み

の
あ
る
耳
介
の
帯
状
疱
疹
、
難
聴
、
め

ま
い
を
伴
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ベ
ル

麻
痺
よ
り
も
症
状
が
強
く
、
治
り
も
悪

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

顔
面
神
経
麻
痺
は
、
中
耳
炎
や
、
耳

の
手
術
、
頭
部
外
傷
等
で
も
起
こ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
症
例
の
多
い
２
つ

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

加
齢
黄
斑
変
性
の
治
療

中
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て(

図
２)

、
耳

の
下
方
で
ト
ン
ネ
ル
か
ら
出
て
き
て
枝

分
か
れ
し
て
顔
の
色
々
な
部
位
に
分
布

し
て
い
ま
す
（
図
３
）。
ト
ン
ネ
ル
を

走
行
中
に
涙
腺
や
唾
液
腺
に
分
布
す
る

神
経
や
、
舌
で
味
を
感
じ
る
神
経
を
分

枝
し
ま
す
の
で
（
図
２
）、
涙
や
唾
液

が
出
に
く
く
な
っ
た
り
味
覚
が
障
害
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
音
の

伝
わ
り
を
制
御
す
る
神
経
も
出
し
て
い

ま
す
の
で
、
麻
痺
側
の
聴
覚
が
過
敏
に

な
り
、
音
が
響
く
と
い
っ
た
症
状
が
出

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

顔
面
神
経
は
３
種
類
の
神
経
か
ら

な
っ
て
お
り
、
延
髄
か
ら
出
て
、
骨
の

顔
面
神
経
は
一
旦
強
い
障
害
を
受
け
て
も

ゆ
っ
く
り(

た
い
て
い
は
６
ヶ
月
ほ
ど
か

け
て)
再
生
し
て
き
ま
す
が
、
広
範
囲
の

神
経
に
障
害
が
及
ぶ
と
再
生
過
程
で
目
に

行
く
は
ず
の
神
経
が
、
間
違
っ
て
口
に
伸

び
て
し
ま
い
、
目
を
閉
じ
た
と
き
に
口
も

動
く
と
い
っ
た
お
か
し
な
顔
の
動
き
が
出

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
お
か
し
な
顔
の
動

き
を
で
き
る
だ
け
無
く
す
た
め
に
は
障
害

さ
れ
た
神
経
の
腫
れ
を
少
な
く
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
す
し
、
腫
れ
が
最
も
強
く
な

る
発
症
７
日
目
ま
で
の
で
き
る
だ
け
早
期

に
治
療
を
始
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

顔
面
神
経
の
走
行

　

顔
面
神
経
の
障
害
は
狭
い
骨
の
中
の

ト
ン
ネ
ル
で
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、
障

害
さ
れ
た
神
経
は
発
症
７
日
目
を
ピ
ー

ク
に
日
に
日
に
腫
れ
て
い
き
、
７
日
目

以
降
は
腫
れ
が
引
い
て
き
ま
す
。
こ
の

腫
れ
が
ト
ン
ネ
ル
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

し
ま
う
と
血
液
の
循
環
が
悪
く
な
り
、

ま
だ
障
害
さ
れ
て
い
な
い
神
経
ま
で
も

が
障
害
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

顔
面
神
経
の
障
害

　

神
経
の
腫
れ
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
発

症
７
日
目
ま
で
の
で
き
る
だ
け
早
期
に
ス

テ
ロ
イ
ド
大
量
療
法
を
開
始
し
ま
す
。
高

齢
の
方
や
ス
テ
ロ
イ
ド
で
悪
化
し
や
す
い

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
胃
潰
瘍
の
既
往
の
あ

る
方
は
入
院
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
ス

テ
ロ
イ
ド
と
と
も
に
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
や
循

環
改
善
剤
、
神
経
賦
活
剤
等
も
投
与
し
ま

す
。
な
お
、
糖
尿
病
の
ひ
ど
い
方
は
治
り

が
悪
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

治
療

　

ま
れ
に
、
し
ゃ
べ
り
に
く
い
、
片
方
の

手
足
が
動
き
に
く
く
し
び
れ
る
、
意
識
が

消
失
す
る
と
い
っ
た
症
状
を
伴
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
脳
梗
塞
な
ど
に
伴

う
中
枢
性
の
顔
面
神
経
麻
痺
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
脳
外
科
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
わ
り
）

注
意

眼科部長

吉田 和之
よしだ・かずゆき

専門領域は眼科全般。
高知大学医学部臨床教授。

耳鼻咽喉科って？

　人の五感である視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚のうち、聴覚、嗅覚、味覚の３覚に深く関わる診
療科です。耳鼻咽喉科は人間が人間らしく生きる上に必要な機能を扱っています。中耳炎や副鼻腔
炎 ( 蓄膿 )、扁桃炎だけでなく様々な疾患を扱っています。
今回はこの中から、顔面神経麻痺・嗅覚障害・嚥下障害について取り上げてみました。

症状例：中心部に歪みや暗点が見える。

治療前 一か月後 二か月後

図２：抗ＶＥＧＦ治療のＯＣＴ画像

図１

図１：末梢性顔面神経麻痺の原因

図３

図２

黄斑

中心窩

水晶体

虹彩

角膜

網膜

脈絡膜

視神経

網膜色素上皮

ハント症候群
約 15％

耳の手術

頭部外傷

中耳炎性

ベル麻痺
約 70％
原因不明

１型単純
ヘルペスウイルス

（ベル麻痺の約 60％）

涙腺

舌神経

舌下腺 顎下腺

鼓膜

延髄

トンネルの出口
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耳鼻咽喉科
(咽喉 )

耳鼻咽喉科
（鼻）

嗅
覚
障
害

嚥
下
障
害

　

嗅
覚
＝
匂
い
を
感
じ
る
感
覚
も
五
感

の
一
つ
と
し
て
欠
か
す
事
の
で
き
な
い

感
覚
で
す
。
嗅
覚
は
、
鼻
の
中
の
天
井

に
当
た
る
部
分
に
あ
る
「
嗅
上
皮
」
の

嗅
細
胞
に
空
気
中
に
浮
い
て
い
る
匂
い

分
子
が
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
覚

が
生
じ
ま
す
。
匂
い
を
嗅
ぐ
時
に
は
ク

ン
ク
ン
と
強
く
息
を
吸
っ
て
鼻
の
前
の

方
か
ら
空
気
を
送
り
込
み
ま
す
が
、
実

際
に
私
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
物
を

噛
み
、
嚥
下
す
る
と
き
に
食
べ
物
か
ら

発
せ
ら
れ
た
匂
い
分
子
は
喉
の
後
ろ
か

ら
鼻
へ
入
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
味
と

共
に
そ
れ
ら
を
味
わ
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
嗅
覚
は
食
べ
る
こ
と
に
深
く
関

　

匂
い
が
分
か
ら
な
く
な
る
「
嗅
覚
低

下
」
の
原
因
は
様
々
で
す
が
、
三
大
原

因
は
次
の
通
り
で
す
。
ま
ず
一
つ
目
は

「
呼
吸
性
嗅
覚
障
害
」
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
は
副
鼻
腔
炎
（
ち
く
の
う
）
な
ど

に
よ
り
鼻
が
詰
ま
っ
て
い
る
た
め
に
匂

い
分
子
が
う
ま
く
鼻
に
入
ら
な
い
状
態

で
す
。
徐
々
に
進
行
す
る
の
で
気
づ
か

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
過
去
の
報
告

に
よ
る
と
、
５
年
以
上
放
置
す
る
と
治

り
に
く
い
の
で
気
が
付
い
た
ら
早
く
耳

鼻
咽
喉
科
を
受
診
し
原
因
と
な
る
鼻
の

病
気
の
治
療
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
二
つ
目
は
「
感
冒
罹
患
後
の

嗅
覚
障
害
」
で
、
風
邪
を
ひ
い
て
治
っ

た
後
に
全
く
匂
い
が
分
か
ら
な
い
こ
と

に
気
づ
く
も
の
で
す
。
こ
れ
は
風
邪
の

ウ
イ
ル
ス
が
鼻
か
ら
入
っ
て
、
嗅
細
胞

を
破
壊
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
嗅
細
胞
は
神
経
細
胞
の
中
で
も
再

生
能
が
非
常
に
高
く
、
２
〜
３
ヶ
月
で

新
し
い
嗅
細
胞
が
で
き
て
く
る
と
次
第

に
匂
い
も
回
復
し
て
き
ま
す
。
し
か
し
、

50
歳
以
上
で
、
ま
た
鼻
の
中
に
炎
症
を

合
併
し
て
い
る
と
治
り
に
く
い
た
め
、

早
め
に
治
療
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

最
近
は
漢
方
薬
に
よ
る
治
療
が
よ
く
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
三
つ
目
は
「
外
傷
性

の
嗅
覚
障
害
」
で
頭
の
大
け
が
を
し
た

後
、
特
に
脳
の
中
で
も
嗅
覚
情
報
処
理

に
関
わ
る
前
の
方
が
障
害
を
受
け
た
と

き
に
起
こ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
は

非
常
に
治
り
に
く
い
と
考
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
早
期
か
ら
治
療
を
開
始
す

れ
ば
３
割
程
度
は
改
善
が
み
ら
れ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
始
め
に
呼
吸
時
の
図
１
を
見
て

く
だ
さ
い
。
鼻
か
ら
吸
っ
た
空
気
は
矢

印
の
よ
う
に
ノ
ド
を
通
っ
て
気
管
の
方

へ
入
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
時
食
道
は

閉
ま
っ
た
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次

に
嚥
下
時
の
図
２
を
見
て
く
だ
さ
い
。

舌
の
動
き
で
食
物
が
ノ
ド
の
方
へ
送
ら

れ
て
く
る(

①)

と
同
時
に
食
物
が
鼻
の

方
へ
入
っ
て
い
か
な
い
よ
う
に
ノ
ド
と

鼻
の
通
路
が
塞
が
れ
ま
す(

②)

。
食
物

が
下
に
降
り
て
く
る
と
と
も
に
ノ
ド
自

体
が
前
上
方
に
移
動
し
て
い
き(

③)

、

食
物
が
気
管
の
方
へ
入
っ
て
い
か
な
い

よ
う
に
入
り
口
に
フ
タ
が
さ
れ
ま
す

(

④)

。
最
後
に
食
堂
の
入
口
に
あ
る
筋

肉
が
緩
み
、
食
道
が
開
い
て(

⑤)

食
物

が
食
道
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
食
道
の

入
り
口
に
あ
る
筋
肉
は
、
こ
の
嚥
下
時

に
の
み
緩
み
、
そ
れ
以
外
の
時
は
巾
着

の
よ
う
に
ぎ
ゅ
っ
と
締
ま
っ
た
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
旦
食
道
に

入
っ
た
食
物
が
ノ
ド
に
逆
流
す
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
で
す
。
老
化
や
脳
の
病
気

で
ノ
ド
の
感
覚
が
鈍
く
な
る
と
、
食
物

が
入
っ
て
き
た
と
い
う
情
報
が
素
早
く

延
髄
に
伝
わ
ら
な
く
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
ノ
ド
を
動
か
す
筋
肉
も
老
化
す
る

た
め
に
ノ
ド
の
動
き
が
遅
れ
て
、
フ
タ

が
さ
れ
る
前
に
食
物
が
気
管
に
入
っ
て

い
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
食
道

の
入
り
口
に
あ
る
筋
肉
が
充
分
に
緩
ま

な
く
な
り
、
食
道
の
入
り
口
が
狭
く
な

る
た
め
に
食
物
が
食
道
に
入
り
き
ら
ず
、

そ
の
手
前
に
残
っ
て
し
ま
い
、
あ
ふ
れ

て
気
管
の
方
へ
入
っ
て
い
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

嚥
下
機
能
を
調
べ
る
検
査
と
し
て
広

く
行
わ
れ
て
い
る
検
査
で
、
当
院
耳
鼻

咽
喉
科
外
来
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。
カ

メ
ラ
を
鼻
か
ら
挿
入
し
、
喉
を
見
な
が

ら
色
の
付
い
た
水
や
ゼ
リ
ー
、
必
要
で

あ
れ
ば
色
々
な
形
態
の
食
物
を
飲
み
込

ん
で
も
ら
っ
て
嚥
下
の
状
態
を
調
べ
ま

す
。

。
か

　

化
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ

て
体
臭
が
知
ら
な
い
う
ち
に
相
手
に
何

ら
か
の
変
化
を
誘
導
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
ひ
と
め
ぼ
れ
の

効
果
」
と
い
っ
て
女
性
が
自
分
の
遺
伝

子
の
か
け
離
れ
た
男
性
の
匂
い
を
好
む

と
い
う
現
象
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
研
究
で
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
の
神
経

変
性
疾
患
で
病
初
期
の
段
階
か
ら
嗅
覚

障
害
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
疾
患
の

早
期
発
見
に
貢
献
で
き
る
の
か
研
究
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
嗅
覚
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
（
リ
ハ
ビ
リ
）
の
効
果
も

期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た

特
に
感
冒
後
の
嗅
覚
障
害
や
外
傷
後
の

嗅
覚
障
害
の
場
合
、
早
期
よ
り
嗅
覚
刺

激
（
匂
い
を
嗅
ぐ
）
を
与
え
る
こ
と
で

神
経
の
再
生
に
つ
な
が
る
こ
と
が
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
謎
の
多
い

嗅
覚
で
す
が
、
今
後
さ
ら
な
る
解
明
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

の
は
そ
の
た
め
で
す
。
そ
し
て
、
他
の

感
覚
に
比
べ
最
も
解
明
が
遅
れ
て
い
ま

す
。
ヒ
ト
に
は
限
り
な
く
多
く
の
匂
い

を
嗅
ぎ
分
け
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す

そ
の
嗅
覚
受
容
体
の
発
見
に
対
し
て

ー
ベ
ル
賞(

生
理
学
・
医
学
賞)

が
授

与
さ
れ
た
の
は
２
０
０
４
年
で
し
た
。

　

最
後
に
、
嗅
覚
が
低
下
す
る
と
ガ
ス

漏
れ
や
火
災
な
ど
の
異
臭
な
ど
危
険
の

感
知
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
食
品
の
腐

敗
に
気
づ
き
に
く
く
な
る
、
子
供
が
う

ん
ち
し
た
こ
と
が
分
か
ら
な
い
と
い
っ

た
支
障
が
で
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
匂
い
が
な
い
食
事
と
い
う
の
は

非
常
に
味
気
な
い
も
の
で
す
。
普
段
あ

ま
り
意
識
す
る
こ
と
の
な
い
匂
い
の
感

覚
で
す
が
、
大
事
に
し
て
よ
り
よ
い
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。　
　
（
お
わ
り
）

が
、

ノ

っ
て
い
ま
す
。

　

嗅
覚
は
他
の
感
覚
に
比
べ
順
応(

慣

れ)

が
と
て
も
早
く
起
こ
り
ま
す
。
同

じ
匂
い
を
嗅
ぎ
続
け
て
い
る
と
す
ぐ
に

分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
は
よ
く
経
験
さ

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
香
水
を
つ
け
て

い
る
本
人
が
香
り
を
あ
ま
り
感
じ
な
い わ

嗅
覚
の
特
徴

症
状
に
気
づ
か
な
い
こ
と
も

誤
嚥
性
肺
炎
に
注
意
を
！

嗅
覚
に
関
わ
る
疾
患

嚥
下
時
の
ノ
ド
の

　
動
き
と
そ
の
障
害

嗅
覚
研
究
の
今
後

　

日
本
で
は
肺
炎
で
亡
く
な
る
人
が
年

間
12
万
人
を
超
え
、
死
因
別
の
統
計
で

も
平
成
23
年
に
脳
血
管
疾
患
を
抜
い
て

悪
性
新
生
物
、
心
疾
患
に
次
ぐ
第
三
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。
肺
炎
で
死
亡
す
る

方
の
90
％
以
上
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
あ
り
、
高
齢
者
の
肺
炎
の
約
７
割
が

誤
嚥
性
肺
炎
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
に
な
る
と
嚥
下
（
食
べ
た
り
飲
み

込
む
動
作
）
の
能
力
が
低
下
し
て
き
て
、

誤
嚥
（
唾
液
や
食
べ
物
が
気
管
の
方
に

入
る
こ
と
）
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
が
ひ
ど
く
な
る
と
肺
炎
に
至

り
ま
す
。
ま
た
、
脳
の
病
気
に
か
か
る

と
さ
ら
に
嚥
下
障
害
が
強
く
な
り
、
肺

炎
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
以
前
、

入
院
中
に
嚥
下
障
害
を
起
こ
し
嚥
下
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
紹
介
さ
れ
た
患

者
さ
ん
の
原
因
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

脳
の
病
気
が
77
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に

嚥
下
内
視
鏡
検
査

　

嚥
下
障
害
の
治
療
に
は
患
者
さ
ん
の

ご
家
族
も
含
め
た
チ
ー
ム
医
療
が
大
切

で
す
。
当
院
で
も
医
師
、
看
護
師
、
言

語
聴
覚
士
、
管
理
栄
養
士
等
の
多
職
種

で
構
成
し
た
嚥
下
チ
ー
ム
で
定
期
的
に

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
な
い
、
嚥
下
内

視
鏡
検
査
で
の
評
価
を
も
と
に
リ
ハ
ビ

リ
の
内
容
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
外
来
患
者
さ
ん
に
も
嚥
下
機
能
の

評
価
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
か
か
り
つ

け
医
の
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
ご

相
談
い
た
だ
き
、
医
療
機
関
よ
り
地
域

連
携
室
ま
で
診
療
申
込
書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
し

て
い
た
だ
け
ま
す
と
事
前
に
予
約
を
お

取
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
持
参
し

て
頂
く
食
品
の
内
容
等
を
お
話
し
す
る

こ
と
も
で
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
検
査
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
わ
り
に

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
口
の

中
を
清
潔
に
す
る
だ
け
で
も
誤
嚥
性
肺

炎
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

歯
磨
き
な
ど
の
清
掃
、
口
内
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
行
う
こ
と
で
嚥
下
の
リ
ハ
ビ

リ
に
も
な
り
ま
す
。
ご
家
庭
で
行
う
際

は
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
時
に
し

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。　
　
　

　

口
腔
ケ
ア
は
、
嚥
下
障
害
の
あ
る
方

に
と
っ
て
最
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
口

腔
内
の
衛
生
が
不
良
だ
と
、
ば
い
菌
が

た
く
さ
ん
い
る
唾
液
を
誤
嚥
し
て
し
ま

口
腔
ケ
ア

耳鼻咽喉科部長（総括）

西山 正司
にしやま・しょうじ

専門領域は耳鼻咽喉科全般。
日本耳鼻咽喉科学会専門医。
高知大学医学部臨床教授。

耳鼻咽喉科部長

横畠 悦子
よこばたけ・えつこ

日本耳鼻咽喉科学会専門医。
高知大学医学部臨床教授。

図１：呼吸時 図２：嚥下時

においの受容と伝導

嗅粘膜 ( 嗅細胞 )

嗅粘膜：匂いの受容
↓

嗅球：仕分け
↓

辺縁系：認識、好み、記憶
↓

眼窩前頭皮質：感覚統合

嗅球

眼窩前頭皮質
梨状皮質
偏桃体
海馬
嗅結節

!?

2

3
4

1

に
お
い
分
子

嗅覚障害の部位別分類

①呼吸性嗅覚障害

伝導性
神経性 ②嗅粘膜性嗅覚障害

③末梢神経性嗅覚障害

④中枢性嗅覚障害

・慢性副鼻腔炎
・アレルギー性鼻炎

・感冒罹患後
・薬剤性

・頭部外傷

・頭部外傷
・脳腫瘍
・神経変性疾患

呼吸時の
声帯の位置

鼻

舌
フタ ( 喉頭蓋 )

声帯

気管

空気

食道は
閉まっている

②ノドと鼻の通路
　が塞がれる

③ノドが前上
　方にあがる

①

⑤食道が広く
　開く

④フタが
　される

食物

嚥下障害に対する注意事項

食べ方の注意

・食べることに集中できる環境を作る (TV 等は×)
・食事時に顔が上向かないように ( 低姿勢で介助 )
・傾いた姿勢はバスタオル・枕等で矯正する
・水などさらさらした液体にはとろみをつける
・ミカン等噛んで汁の出る食物は食べない
・自分でできることは自分で ( 介助しすぎない )
・障害程度により食形態を考慮する必要がある

【意識がはっきりしている時に食べましょう】

1. 一口ずつ少量を口に入れる
2. 息を大きく吸って止めた後で飲み込む
3. 頷きながら飲み込むとよりむせにくくなる
4. 嚥下後、咳払いをし、唾液やとろみ付き水を
　飲み込む
5. 時々スライス型ゼリーを噛まずに飲み込む
　（大きさ 2×1.5cm厚さ 0.3cmに取り出す）
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P09 vol.12ひだまりぷらす P08 vol.12ひだまりぷらす

今回は…

臨床検査科

臨床検査技師
厚生労働大臣より与えられた免
許を持ち、医師の指示のもと検
査を行うことができる国家資格
です。この他に各学会で認定さ
れた資格を持つ技師も在籍して
います。

心電図って？
心臓は心臓自身の電気で動いています。
心電図検査はその電気を体の表面から取
り出して記録をしたものです。狭心症や
心筋梗塞、不整脈などのさまざまな心臓
の病気を見つけるために行なう検査です。
患者さん自身に “ビリッと” 電気がきた
りはしませんのでご安心ください。

血圧脈波検査って？
血管の硬さ ( 血管年齢 ) や、足の血管の血
液の流れ具合が悪いところがあるかどう
かなどの予想をすることができます。手
と足の血圧を同時に測ります。血圧計の
しまり具合により多少痛みを伴う場合も
ありますが、すぐに楽になりますのでご
安心ください。

超音波検査って？
妊婦さんのお腹の中の赤ちゃんを見るも
のと同じものです。見るものが赤ちゃん
なのか、肝臓や心臓、血管なのかの違い
です。超音波はレントゲン写真とは違い、
体に害のないもので何度も検査すること
が可能です。検査によって、着替えが必
要となる場合もありますのでご協力をお
願いします。

トレッドミルって？
運動をした時に胸が痛くなるなどの症状
がある場合に行われる検査です。心電図、
血圧を測りながらウォーキングマシーン
の上を歩いて、心臓にわざと負担をかけ、
心電図変化を見ていきます。この検査は
心臓専門の循環器科医師が行います。膝
が痛かったり、腰が悪いなど長く歩けそ
うにない場合には、主治医にご相談くだ
さい。

⑬生理検査では受付不在の場合があり、患者の皆様には
ご迷惑をおかけしております。
受付順に検査を行なっておりますが、検査内容により順
番が前後する場合がありますのでご了承ください。ご不
明な点がありましたら、技師におたずねください。

心理判定員
　精神科の心理検査を担当しています。
心理検査とは被験者に一定の問題、質問、
作業などを課すことによって、その人の
知能程度や性格、心理状態、作業能力な
どを知り臨床診断の助けとするもので
す。私たち心理判定員は心理検査以外に
精神科デイケア（西村）、あっぷるクリ
ニック ( 高塚 ) も担当しています。

どんな人が働いているの？

検査内容のご案内

上写真：左から門田さん、小松さん、佐々木さん、濱田さん

上写真：左から高塚さん、西村さん

今回の質問：①好きなお鍋は？②一緒に飲むなら？

門
田

小
松

佐
々
木

濱
田

①火鍋。辛いの大好き！
②ビール。お酒大好き！

①キムチ鍋。
②お茶。

①水炊き。
②お茶。

①寄せ鍋。
②お茶。

高
塚

西
村

①牡蠣の土手鍋。
②ビールに日本酒。

①ちゃんこ鍋。
②いも焼酎をお湯割りで。

－　白く粉をふいたり、痒くなるのが乾燥肌の特徴です　－

スキンケアの基本
☆ 清水 雅美さん Presents ☆

バリア機能
保つにはを

　

皮
膚
の
バ
リ
ア
機
能
を
保
つ
た
め
に
は
、「
清
潔(

洗

浄)

」、「
保
湿
」、「
保
護
」
が
必
要
で
す
。

　
「
清
潔
」
と
は
、１
．
洗
浄
剤
を
よ
く
泡
立
て
る
、２
．

皮
膚
に
余
分
な
摩
擦
を
加
え
ず
優
し
く
洗
う
、
３
．
洗

浄
剤
成
分
を
よ
く
す
す
ぐ
、
４
．
優
し
く
拭
き
取
る
。

こ
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
行
う
こ
と
で
、
愛
護
的
で
効

果
的
な
洗
浄
が
で
き
ま
す
。
洗
う
と
き
は
、
綿
の
タ
オ

ル
な
ど
の
柔
ら
か
い
素
材
の
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

必
要
以
上
に
皮
脂
を
落
と
す
と
、
肌
は
も
っ
と
乾
燥
し

て
し
ま
う
の
で
、
ナ
イ
ロ
ン
タ
オ
ル
や
垢
す
り
タ
オ
ル

な
ど
で
強
く
こ
す
る
こ
と
は
禁
物
で
す
。
石
け
ん
や
洗

浄
剤
を
良
く
泡
立
て
て
洗
う
と
、
汚
れ
は
手
の
ひ
ら
で

優
し
く
洗
う
だ
け
で
も
と
れ
ま
す
。

　

洗
浄
の
次
は
「
保
湿
」
で
す
。
保
湿
の
ス
キ
ン
ケ
ア

用
品
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
皮
脂
膜
の
働
き
に
成

分
が
似
た
も
の
が
多
く
、
乳
液
、
ク
リ
ー
ム
、
ワ
セ
リ

ン
、
オ
イ
ル
な
ど
保
湿
因
子
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
に
、
当
院
の
売
店
で
も
購

入
で
き
る
ス
ク
ワ
ラ
ン
オ
イ
ル
と
い
う
保
湿
成
分
が
含

ま
れ
て
い
る
セ
キ
ュ
ー
ラ
Ｍ
Ｌ
や
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

な
ど
で
購
入
が
で
き
る
セ
ラ
ミ
ド
含
有
の
キ
ュ
レ
ル
薬

用
ロ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
病
院
で
処
方
し
て

も
ら
え
る
保
湿
剤
は
ヒ
ル
ド
イ
ド
ロ
ー
シ
ョ
ン
や
ヒ
ル

ド
イ
ド
ソ
フ
ト
な
ど
が
代
表
的
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
入

浴
後
す
ぐ
に
塗
る
と
効
果
的
で
す
が
、
１
日
１
会
塗
っ

て
乾
燥
肌
が
改
善
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
日
頃
か
ら

日
に
２
〜
３
回
は
塗
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
ま

す
。
乾
燥
か
ら
く
る
「
か
ゆ
み
」
は
、
ひ
っ
か
く
刺
激

で
悪
化
す
る
の
で
、
ひ
っ
か
く
よ
り
保
湿
剤
を
塗
る
回

数
を
増
や
し
て
く
だ
さ
い
。

　

背
中
に
手
が
届
き
に
く
い
高
齢
者
や
、
保
湿
剤
を
塗

る
こ
と
を
嫌
が
る
子
供
さ
ん
に
は
、
保
湿
系
の
入
浴
剤

を
使
う
と
、
湯
船
に
つ
か
る
だ
け
で
全
身
の
皮
膚
補
皮

膜
を
作
り
入
浴
後
の
乾
燥
を
防
い
で
く
れ
る
の
で
毎
日

手
軽
に
ス
キ
ン
ケ
ア
が
で
き
ま
す
。

　

次
に
皮
膚
の
「
保
護
」
と
は
、
特
に
オ
ム
ツ
を
使
っ

て
い
る
方
に
は
必
要
で
す
。
排
泄
物
の
影
響
を
受
け
や

す
い
の
で
、
水
を
は
じ
く
こ
と(

撥
水
効
果)

で
皮
膚

を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

代
表
的
な
製
品
は
、
当
院
の
売
店
で
も
購
入
で
き
る

リ
モ
イ
ス
バ
リ
ア
と
い
う
ク
リ
ー
ム
が
あ
り
、
撥
水
性

の
保
護
膜
を
作
っ
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
保
湿
効
果
も

あ
り
、
べ
た
つ
か
ず
に
塗
り
や
す
い
で
す
。
他
に
は
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
購
入
で
き
る
ソ
フ
テ
ィ
ー
保
護
オ
イ

ル
や
サ
ニ
ー
ナ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

頻
回
の
下
痢
な
ど
で
、
肛
門
周
囲
が
炎
症
を
起
こ
す

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
肛
門
周
囲
の
か
ぶ
れ
と

い
っ
て
も
、
光
沢
の
あ
る
赤
み
や
、
強
い
か
ゆ
み
を
伴

う
場
合
は
真
菌
感
染
が
疑
わ
れ
る
の
で
皮
膚
科
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
お
し
り
周
り
を
清
潔
に
し
て
も
な
か

な
か
治
ら
な
い
場
合
、
注
意
が
必
要
で
す
。

からだを洗うときは
ゴシゴシこすらないで♡

健康な肌を保つ３つの成分

テープかぶれやおむつかぶれなどでお困りの方へ
皮膚の弱い方へ

リモイスコート

洗浄の方法

健康な肌 乾燥肌

うるおい膜 ①皮脂膜
⇒水分を逃がさない

⇒水分を補う

⇒水分を保つ

②天然保湿因子

③細胞間脂質
　　( セラミド )

外からの刺激

外からの刺激

バリア
機能

泡の力
！！

泡の
ｸｯｼｮﾝ

強くこすらなくても汚れは落ちる！

※実際にサインペンで書いた
　汚れを洗浄してみます。

ノンアルコール性の被膜剤です。
べたつかず、上からテープの貼付も可能です。
皮膚を優しく保護し、保湿成分配合で、
皮膚をしっとりなめらかに保ちます。

1.645 円 ( 税込 )

ビジダーム
キズを保護しながら
治るのを助けてくれ
ます。

368 円 /1 枚

マイクロポア
抜糸後のキズを保護
してくれるテープ。

325 円 /1 個

優肌絆
肌に優しいテープ。

195 円 /1 個

リモイスバリア
撥水性を持つ保護膜が、汚れや外的刺激から
皮膚を保護。保湿成分の配合で皮膚をしっと
り保ちます。

2.415 円 ( 税込 )

キズの処置方法

※キズは必ずしも消毒が必要とは限りません。
　医師から指示があった時は綺麗に洗いましょう。

①まず、シャワーや流水でキズを流して下さい。
②洗浄剤を良く泡立てましょう。
③泡で優しくキズを洗いましょう。
④シャワーや流水で泡を流します。
⑤キレイなタオル等で優しく拭きます。
⑥医師の指示の軟膏や皮膚保護材を使用してください。
⑦傷を優しく保護してくれるガーゼを使うと
　交換すると時に痛みが少ないです。
⑧皮膚に優しいテープや抜糸後のキズを
　保護してくれるテープもあります。

テ
ー
プ
や
ガ
ー
ゼ
は
売
店
で
も
購

入
で
き
ま
す
。異
常
を
感
じ
た
ら
、

受
診
が
必
要
な
時
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



吸入薬の種類

吸入薬の分類

用法用量

リリーバー、コントローラー例

吸入薬一覧

ひだまりぷらすP11 vol.12 ひだまりぷらすP10 vol.12

123

N
E
W
S

N
E
W
S

N
E
W
S

管理栄養士
ごはん。

Nuturition
　Managers Recipe

材料 (4 人分 )

おすすめポイント

作り方

鯵
塩
生姜
ニンニク
餃子の皮
ごま油
白ネギ
貝割れ
一味唐辛子

160 g
1.2 g
8 g
4 g
24 枚
8 g

20 cm
10 g
少々

①  鯵は一口大に切り（1人分 6切れ）、塩を振っておく。白ネギは 5cm長さ
　   の白髪ネギを作る。貝割れは 2cm長さに切り、白髪ネギと混ぜ合わせる。
　   生姜・ニンニクは千切りにする。

③  フライパンにごま油を熱し、餃子を並べて中火で焼く。途中で水を加えフ
　   タをし、ある程度火が通ったらフタを外し、水分を飛ばしカリッとするま
　   で焼く。器に盛り、貝割れと白髪ネギをのせ、一味唐辛子を振る。

②  餃子の皮に鯵と生姜・ニンニクを入れて包む。

「餃子をフライパンでうまく焼けない」という方は、揚げ餃子にしてもいいですね。
たっぷりの薬味でいただいてください。
糖質がエネルギーに変わる時にビタミン B1が欠かせません。ビタミン B1が不足
すると糖質の代謝ができず、乳酸などの疲労物質がたまり、疲れやすくなります。
にんにく・玉ねぎ・ネギなどに含まれる栄養素「アリシン」はビタミン B1を効率
的に機能させる働きがあり、糖質の代謝に役立ちます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【 管理栄養士　有澤ゆかり 】

エ
ネ
ル
ギ
ー

た
ん
ぱ
く
質

炭
水
化
物

塩
分

脂
質

175
kcal

11.8
 g

3.9
 g

21.4
g

0.4
g

　県立あき総合病院では、平成 28 年 4月 1日より入院医療費の計算方式が、
入院中に行った医療行為（検査、レントゲン、注射、投薬など）を一つ一つを
積み上げて計算する「出来高払い方式」から「ＤＰＣ（診断群分類別包括評価
算定制度）」による入院費用の計算方式となります。このＤＰＣ包括評価は、
患者さんの病名ごとに 1日当たりの入院点数が決められており、これをもとに
入院費の計算を行います。
　精神科病棟、地域包括ケア病棟、結核病棟、労災保険などの入院患者は対象
外です、外来診療につきましては従来通り変更はありません。

　昨年（平成 27 年）の安芸医療圏
（安芸・中芸・室戸消防管内）の救
急搬送件数がまとめられ、当院の
受け入れ件数は 1661 件（50.5%）
でした。
　地域の救急の半分を当院が担当
していることになります。役割の
重さを改めて感じ、日々の診療に
邁進していきたいと思っています。

日々の診療に直接的な変化はありませんが、病院としてはこれを契機に病院の
質をより良いものに高めていきたいと思っています。

平成 28年 4月から
入院医療費の計算方法が変わります！

救急カバー率
                は 50.5%。

日本医療機能評価機構の
    　　認定を受けました！

栄
養
価(

一
人
分)

～ 鯵の餃子 ～

あき総合病院の
　旬な話題を紹介！

編集後記＠山本信平 ( リハビリテーション科 )

今回は 2016 年の干支である申（さる）の中でも一風変わったワオキツネザルとバナナを描いてみました。本物は　　　　　　県立のいち動物公園で飼育されていますので、機会がありましたらご鑑賞ください。　　　　　                         

県立あき総合病院
からのお知らせ

お薬の
はなし

薬剤師さんに聞く

vol.2 【 吸入薬 】

【 薬剤師　友永祥代 】

　吸入薬には様々な形体のものがあり、取り扱い方法がそれぞれ異なります。下記に、当院で採用されている吸入薬を一部紹介
いたします。右がｐMDI（加圧噴霧式定量吸入器…ガスの圧力で薬剤を噴射する）、左が DPI（ドライパウダー定量噴霧器…自分
で粉末型の薬剤を吸入する）です。

　１回に吸入する量や吸入回数が薬や症状によって変わります。
【コントローラー】

　■抗コリン薬…スピリーバ ( 写真①)
　■ステロイド+LABA…アドエア ( 写真②)、シムビコート ( 写真⑤)

　■LABA…オンブレス ( 写真③)
　■ステロイド…キュバール、フルタイド ( 写真④)

【リリーバー】
　■SABA…メプチンエアー

■ β2刺激薬 … 気管支を拡げる。
　　　　　　　短時間作用型 (SABA) と長時間作用型 (LABA) がある。
■ 抗コリン薬 … 気管支を拡げる。COPDで第一選択。
■ ステロイド … 気管支の炎症を抑える。

　吸入薬は、喘息や慢性閉塞性肺疾患
(COPD) の治療薬として使用されます。
吸入薬には発作予防のためのコント
ローラー ( 長期管理薬 ) と発作が起き
た時に使用するリリバー (発作治療薬 )
があります。

あ じ

ｐMDIDPI

わからないことがあれば
ご相談ください♪

息をゆっくり

深く吸う

息を強く

深く吸う

①②③④⑤

あき総合病院
1661

圏域内病院
634

圏域外病院
997

図１：Ｈ27 年安芸医療圏
　　　　　救急搬送件数内訳

こ
の
た
び
当
院
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
医

療
機
能
評
価
機
構
に
よ
る
書
類
審
査
お
よ
び

訪
問
審
査(
主
た
る
機
能
：
一
般
病
院
２
、

副
機
能
：
精
神
科
病
院
、
評
価
項
目
３rd

Ｇ
：

Ver.1.1)

を
受
審
し
、
２
０
１
６
年
２
月
５

日
付
け
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
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